うにして いる だけな ので あるが、 —— この 「小さい 崖」 

というの は、 なんの さえぎる もの もない、 切り立った 

黒く 光って いる 岩の 絶壁であって、 私たちの 下に ある 

重なりあった 岩の 群れから、 ざっと 千 五、 六 百フィ ー 

トも そびえ 立って いるので ある。 どんな ことがあろう 

と、 私などはその崖の端から六^ -— ド 以内のと ころへ 

入る 気がしなかった ろう。 実際、 私 は 同行者の この 危 

どギ J ち 

険 この 上ない 姿勢に まったく 度胆を抜かれて しまい、 

はらば かんぼく 

地上に ぴったりと 腹這いに なって、 身の まわりの 灌木 

にしが みついた まま、 上 を 向いて 空 を 仰ぐ 元気 さえな 

かった。 —— また 吹きす さぶ 風の ために 山が 根から 崩 



Mare Tenebramm ( 1 ) についての 記述が 思い出さ 

こう リ よう パノラマ 

れた。 これ 以上に 痛ましく も 荒寥と した 展望 は、 ど 

んな 人間の 想像で も 決して 思い 浮べる ことができない。 

右 を 見ても 左 を 見ても 眼のと どく かぎり、 恐ろしい く 

らいに 黒 い 突き出た 絶壁が 、 この 世界の 城壁の ように 

長く つらなつ ている。 その 絶壁の 陰鬱な 感じ は、 永遠 

ほうこう すご 

に 咆哮し 号 叫しながら、 それにぶ つかって 白い もの 凄 

よせな み 

い 波頭 を 高く あげてい る 寄 波の ために、 い つ そう 強く 

されて いるば かりであった。 私たちが その 頂上に 坐つ 

みさき 

ている 岬 にちよう ど 向き あつ て、 五、 六 マイル ほど 離 

れた 沖に、 荒れ果てた 小島が 見えた。 もっと はっきり 



言えば、 果てしの ない 波濤の 彼方に、 それにと り 囲ま 

れて その 位置が 見分けられた。 それから 約 二 マイルば 

かり 陸に 近いと ころに、 それより 小さな 島が もう 一 つ 

あった。 岩石で 恐ろしく ごつごつした 不毛な 島で、 一 

群の 黒い 岩が その 周囲に 点々 として 散在して いる。 

海の 様子 は、 この 遠い 方の 島と 海岸との あいだのと 

ころで は、 なに かしら ひどく 並々 でない ところが あつ 

た。 このと き 疾風が 非常に 強く 陸の 方へ 向って 吹いて 

いたので、 遠くの 沖合の 二 本 マストの 帆船が 二つの 

リ ー フ トラ イセ ー ル 

縮 帆 部 を ちぢめた 縦 帆 を 張って 停船 (2) し、 しか 

もな お、 その 全船 体 をし きりに 波間に 没入して いたが、 



その 島と 海岸との あいだ だけ は、 規則的な 波のう ねり 

らしい ものが ぜんぜん なく、 ただ、 あらゆる 方向に I 

I 風に 向 つた 方に も そ の 他の 方向と 同じように 海 

水が 短く、 急速に、 怒った ように、 逆に ほとばしって 

いる だけであった。 泡 は 岩の すぐ 近いと ころの ほかに 

は ほとんど 見えない。 

「あの 遠い 方の 島 は」 と 老人 はまた 話し はじめた。 「ノ 

ルゥェ ー. < が ヴァル— と 言って います。 真ん中の 島 は 

モス ケ ー です。 それから 一 マイル 北の方に あるの はァ 

ンバ ー レン。 向う にある の は イスレ— ゼン、 ホット ホ 

ルム、 ケィ ルド ヘルム、 ス アル ヴ ェン、 ブック ホルム。 



初めて 海が ぱっと 眼の 前に 展開した ので ある。 老人が 

ブレア リ— 

そう 言った ときに、 私 は アメリカの 大 草原に おける 野 

牛の 大群の 咆哮の ような だんだんと 高ま つ て ゆく 騒々 

しい 物音に 気がついた。 と 同時に また、 眼の 下に 見え 

ていた 船乗りた ちの いわゆる 狂い 波 (3) が、 急速に 

東の 方へ 流れる 潮流に 変りつつ ある ことに 気が つ いた。 

みるみる うちに、 この 潮流 は すさまじく 速くな つた。 

刻 一 刻と 速さ を 増し —— せ つかち な 激し さ を 加えた。 

五分 もた つと、 ヴァル— までの 海 は 一面に 抑え きれぬ 

きょうらん どとう たけ 

狂瀾 怒濤 を まき 上げた。 が、 怒濤の いちばん ひどく 猛 

り 狂って いるの は モス ケ ー と 海岸との あいだであった。 



て 約 四十 五 度の 角度で 傾斜し、 揺らぎながら 恐ろしい 

速さで 目まぐるし くぐる ぐる まわり、 なかば 号 叫し、 

だいばく ふ 

なかば 咆哮し、 かの ナイ ャガ ラの大 瀑布が 天に 向って 

くもん 

あげる 苦悶の 声 さえ かなわな いような、 すさまじ い 声 

を 風に 向つ てあげて いるの だ。 

山 は その 根から うち 震え、 岩 は 揺れた。 私はぴ つた 

りと ひれ 伏して、 神経の 激動の あまり 少しば かりの 草 

にしが みついた。 

「これ こそ」 と、 私 はやつ と 老人に 言った、 —— 「こ 

れ こそ、 あの メ ー ルスト ロム (4) の大 渦巻なん です 

ね」 



「ときには、 そう も 言います が」 と 彼 は 言った。 「私 ど 

も ノル ゥェ ！ < は、 あの 真ん中に ある モス ケ— 島の 名 

をと つて、 モス ケ ー . スト ロムと 言って おります」 

この 渦巻に ついての 普通の 記述 は、 いま 眼の 前に 見 

たこの 光景に たいして、 少しも 私に 前もって 覚悟 させ 

て くれなかった。 ヨナス • ラムス (5) の 記述 はお そ 

らくどれ よりもい ちばん 詳しい もので はあろう が、 こ 

の 光景の 雄大 さ、 あるいは 恐ろし さ —— あるいは 見る 

者の 度胆を抜 くこの 奇観の 心 を 奪うよう な 感じ の 

ちょっとした 概念 を も 伝える ことができない。 私 はこ 

の 著者が どんな 地点から、 また どんな 時刻に、 この 渦 



卷を 見た のか は 知らない。 が、 それ はへ ルゼッ ゲンの 

頂上から でもな く、 また 嵐の 吹いて いる あいだで も 

なかった にちがいない。 しかし 彼の 記述の なかには、 

その 光景の 印象 を 伝える に はた い へ ん 効果 は 弱い が、 

その 詳しい 点で 引用しても よい 数 節が ある。 

彼 はこう 書いて いる。 「口 フォ— デンと モス ケ ー と 

の あいだに おいて は、 水深 三十 五尋 ないし 四十 尋 なり。 

され ど 他の 側に おいて は、 ヴ エル (ヴァル—) に 向い 

てこの 深さ はし だいに 減リ、 船舶の 航行に 不便に して、 

がんしょう 

静穏な 天候のお りに もしば しば 岩礁 のために 難破す 

るの 危険 あり。 満潮 時には 潮流 は 猛烈なる 速度 を もつ 



わる。 潮流 もっとも 猛烈に して 暴 屈に よって さらに そ 

の 狂暴 を 加うる とき は、 一 ノル ゥェ ー • マイル 以内に 

入る こと 危険な り。 この 圏内に 入らざる うちに それに 

たいして 警戒す ると ころな かりした め、 端艇、 快走 船、 

船舶な ど 多く 海底に 運び去られたり。 同様に 鯨 群の こ 

の 潮流の 近くに 来たり、 その 激烈なる 水勢に 巻き こま 

るる こと 少なからず、 逃れん とする むなしき 努力の な 

か に 叫喚し、 怒号す る さま は 筆 の 及ぶ ところ にあらず。 

< ま 

かって 一 頭の 熊 口 フォ— デン より モス ケ— に 泳ぎ わた 

らんと して 潮流に 巻き こまれて 押し流され、 そのもの 

もみ 

凄く 咆哮す る 声 は 遠く 岸に も 聞え たる ほどな りき。 樅、 



尋」 というの は、 モス ケ— か あるいは ロフォ ー デンか 

どちら かの 岸に 近い、 海峡の 一 部分に だけ あてはまる 

ことにち がいない。 モス ケ— • スト ロムの 中心の 深さ 

はもつ と 大した ものに ちがいなく、 この 事実の なによ 

りの 証拠 は、 ヘル ゼッ ゲンの 頂の 岩 上から この 渦巻の 

深淵 をな なめに 一 見す る だけで 十分で ある。 この 高峰 

から 眼下の 咆哮す る phlegethon (6) を 見下ろしな 

がら、 私 は 鯨 や 熊の 話 を さも 信じが たい 事 がらの よう 

に 書いて いるかの 善良な ヨナス • ラムス 先生の 単純 さ 

に 微笑せ ずに はいられなかった。 というの は、 現存の 

最大の 戦闘 艦で さえ、 この 恐ろしい 吸引 力のお よぶ 範 



囲 内に 来れば、 一 片の 羽毛が 台風に 吹き まくられ るよ 

うになん の 抵抗 もで きずに、 たちまち その 姿 をな くし 

てし まう こと は、 実に わかりきった ことに 思われた か 

ら である。 

この 現象 を 説明しょう とした 記述 は、 そのな かの あ 

る 部分 は、 読んで いる ときには 十分 もっともらしく 思 

われた ようだった が —— いまでは ひどく 異なった 不満 

足な ものに なった。 一般に 信じられ ている 考えで は、 

この 渦巻 は、 フエ 口— 諸島 (7) の あいだにある 三つ 

の、 これより 小さな 渦巻と 同様に、 「その 原因、 満潮お 

ちょ ラ らく 

よび 干潮に さいして 漲 落す る 波濤が 岩石お よび 暗礁 



の稜に 激して 互いに 衝突す るた めに ほかなら ず、 海 

水 は その 岩石 暗礁に せきとめられて 瀑布の ごとく 急 下 

す、 かくて 潮の 上る こと 高ければ その 落下 はます ます 

せんか 

深 かるべく、 これらの 当然の 結果と して 旋 渦すな わち 

渦巻 を 生じ、 その 巨大なる 吸引 力 はより 小なる 実験に 

よりても 十分 知る を 得べ し」 というの である。 以上 は 

ェ ン サイ クロ ピ —ディア ■ ブ リタ 二 力 

『大英 百科全書』 のしる すと ころで ある。 キルへ 

ル (8) やその 他の 人々 は、 メ ー ルスト ロムの 海峡の 

中心に は、 地球 を 貫いて どこか 非常に 遠い ところ —— 

以前 は ボスニア湾 (9) がかな り 断定 的に 挙げられた 

—— へ 出て いる 深淵が ある、 と 想像して いる。 この 意 



いくらいに 海峡が ひどく 大荒れに なった ために、 一週 

とど うえじに 

間近く も 漁場に 留まって いなければ ならなくて、 餓死 

しょうと した ことがありました。 あのと き は、 もし 私 

どもが あの 無数 の 逆潮 流 —— 今 日 はこ こに あるかと 思 

うと 明日 はなくな つてい る あの 逆潮 流 —— の 一 つのな 

かへ うまく 流れ こまなかった としたら、 (なにしろ 渦 

巻が 猛烈に 荒れて 船が ぐるぐ る まわされ るので、 とう 

とう 錨 を も つらせて それ を 引きずつ たような 有様で し 

たから) どんなに 手 をつ くしても 沖へ 押しな がされて 

しまったで しょうが、 その 逆潮 流が 私 ども をフリ ー メ 

かざしも とうびょう 

ンの 風下の 方へ 押し流し、 そこで 運よく 投錨す る こ 



度 もなかった ほど、 たくさん とれた と 三人と も 話し合 

いました。 いよいよ 錨 を 揚げて 帰り かけた の は、 私の 

時計で ちょうど 七 時。 スト ロムで いちばんの 難所 を 

滞 潮のと きに 通りぬ けようと いうので す。 それ は 八 時 

だとい うこと が 私 どもに はわ か つてい るので した。 

私 ども は 右舷 後方に さわやかな 風 を 受けて 出かけ、 

しばらく はすば らしい 速力で 水 を 切って 進み、 危険な 

ことがあろう などと は 夢にも 思いませんでした。 実際 

そんな こと を 懸念す る 理由 は 少しもなかった のです か 

ら。 ところが、 たちまち、 ヘル ゼッ ゲンの 峰 越しに 吹 

きおろ す 風の ために、 船 は 裏 帆 (^) になって しまい 



ました。 こういう こと はまった く ただならぬ それ 

までに 私 どもの 遭った ことのな いような ことなので、 

はっきり なぜと いう こと も わかりませんで したが、 な 

ん となし に 私 はちよ つと 不安 を 感じ はじめました。 私 

ども は 船 を 詰め 開き (！：：) にし ましたが、 少しも 渦流 

を 乗り切って 進む ことができません。 で、 私が もとの 

停泊 所へ 戻ろう かとい うこと を 言いだ そうとした その 

とち 

とたん、 艫の 方 を 見る と、 実に 驚くべき 速さで むくむ 

くと 湧き上がる、 奇妙な 銅色 をした 雲が、 水平線 をす つ 

おお 

かり 蔽 つてい るのに 気がつい たのです。 

そのうちに いままで 向い 虱で あつ た 風が ぱ つたり 落 



ちて、 まったく ffl いでし まい、 船 は あちこちと 漂い ま 

した。 しかし この 状態 は、 私 どもが それにつ いてな に 

か 考える 暇が ある ほど、 長く はつ づきませんでした。 

一分と たたない うちに 嵐が おそって きました、 二 

分と たたない うちに 空 はすつ かり 雲で 蔽 われました、 

しぶき 

—— そして、 その 雲と 跳び かかる 飛沫との ためにた ち 

まち、 船の なかで お 互いの 姿 を 見る こと もで きないく 

らい、 あたりが 暗くな つてし まいました。 

そのと き 吹いた ような 台風の こと をお 話しし ようと 

する の は 愚かな ことです。 ノル ゥェ ー じゅうで いちば 

ん 年寄りの 船乗り だって、 あれほどのに は 遭った こと 



はあります まい。 私 ども は その 台風が すっかり おそつ 

ほづな 

てこない うちに 帆 索 を ゆるめて おき ましたが、 最初の 

マス 卜 のこぎり 

一吹きで、 二 本の 檣 は 鋸で ひき 切った ように 折れ 

て 海へ とばされました。 その 大 檣の ほうに は 弟が 用 

心の ために 体 を 結えて いたので すが、 それと 一緒にさ 

ら われて しまった のです。 

私 どもの 船 はい ままでに 水に 浮んだ 船の なかで もい 

ちばん 軽い 羽毛の ような ものでした。 それ はすつ かり 

へさき ハッチ 

平 甲板 (に) が 張って あり、 舳の 近くに 小さな 艙口が 

ハッチ 

一 つ ある だけで、 この 艙口 は スト ロム を 渡ろうと する 

ときには、 例の 狂い 波の 海にたい する 用心と して、 し 



めて おくのが 習慣に なって いました。 こうして なかつ 

たらす ぐに も 浸水して 沈没した でしよう。 という 

の は、 しばらくの あいだ は 船 はまった く 水に もぐって 

いたから です。 どうして 兄が 助かった のか 私に はわ か 

りません、 確かめる 機会 もなかった ものです から。 私 

はと 言います と、 前 檣の 帆 索 を ゆるめる とすぐ、 甲 

板の 上に ぴったりと 腹這いに なって、 両足 は舳 のせ ま 

い 上 縁に しっかり 踏ん ばり、 両手で は 前 檣の 根 もとの 

近くに ある 環 付螺釘 (S) をつ かんで いました。 それ 

はたし かに 私ので きる ことと して は 最上の 方法でした 

が —— こんな ふうに 私 を させた の は、 まったく ただ 本 



能でした。 —— というの は、 ひどく うろたえ ていて、 

もの を 考える なんて こと はとても できなかった のです 

i フ o 

力、 ら 

しばらくの あいだ はい ま 申しました とおり、 船 は 

まったく 水に つかって いました が、 その あいだ 私 は 

ずっと 息 を こらえて 螺釘 にしが みついて いました。 そ 

れ がもう 辛抱で きなくなる と、 手 はなお も はなさずに 

ひざ 

膝 をつ いて 体 を 上げ、 首 を 水の 上へ 出しました。 やが 

て 私 どもの 小さな 船 は、 ちょうど 犬が 水から 出て きた 

ときに する ように、 ぶるぶる つと 一 ふるいして、 海水 

を いくらか 振い おとしました。 それから 私 は、 気が 遠 



くな つていた の を 取りな おして、 意識 を はっきり させ 

て どうしたらいい か 考えようと していた ときに、 誰か 

が 自分の 腕 をつ かむ の を 感じました。 それ は 兄だった 

のです。 兄が 波に さらわれ たものと 思い こんでい たも 

のです から、 私の 心 は 喜びで 跳びた ちました、 —— が 

次の 瞬間、 この 喜び はたち まち 一 変して 恐怖と なり ま 

した、 —— 兄が 私の 耳 もとに 口 をよ せて 一 こと、 『モス 

ケ— • スト ロム だ！』 と 叫んだ からです。 

そのと きの 私の 心 持が どんな もの だつ たかは、 誰に 

も 決して わかりますまい。 私 はまる で 猛烈な 瘧の発 

つま さキ J 

作に おそわれ たように、 頭の てっぺんから 足の 爪先 ま 



まっしぐらに 押し流されて いるので す、 しかも、 この 

ような 台風の なか を！ 『きっと、 私たち はちょう ど 

よどみ 

滞 潮の 時分に あそこへ 着く ことにな ろう、 とする 

と 多少 は 望みが ある わけ だ』 と 私 は 考えました。 —— 

しかし 次の 瞬間に は、 少しで も 望みな ど を 夢み るなん 

おお ま.？' もの のろ 

てなん という 大 馬鹿者 だろうと 自分 を 呪いました。 も 

し 私 どもの 船が 九十 門 の 大砲 を 積載し ている 軍艦の 十 

倍 もあった としても、 もう 破滅の 運命が 決って いるの 

だ、 という ことが よく わかった のです。 

この ころまでに は、 嵐の 最初の はげし さは 衰えて い 

ました。 あるいは たぶん、 追風で 走って いたので そん 



なに 強く 感じなかった のか もしれ ません。 がと にかく、 

あわ ヒ 

いままで 風の ために 平らに おさえつけられて 泡立 つ て 

いた 波 は、 いまでは まるで 山の ように もり 上がって き 

ました。 また、 空に も 不思議な 変化が 起って いました。 

あたり はま だ やはり、 どちらも 一 面に 真っ黒で したが、 

頭上 あたりに とつぜん 円い 雲の 切れ目が できて、 澄み 

きった 空が あらわれました、 —— これまで 見た ことの 

ない ほど 澄みき つた、 明るく 濃い 青色の 空です、 —— - 

そして、 そこから、 私の それまで 一 度 も 見た ことのな 

いような 光 を 帯びた 満月が 輝き だした のです。 その 月 

は 私 どもの まわりに ある もの をみ な、 実に はっきりと 



い 人に は 非常に 不思議に 思われる ことです が、 —— . J 

れは 海の 言葉で は 波に 乗る と 言って いる ことなの です。 

で、 それまで 私 どもの 船 は 非常にう まくう ねり 波に 

乗って きたので すが、 やがて 恐ろしく 大きな 波が ちょ 

うど 船尾 張 出 部の 下のと ころに ぶっかって、 船 をぐ 

うつと 持ち上げました、 高く 高く 天に も 

とどかん ばかりに。 波と いう ものが あんなに 高く 上が 

る もの だとい うこと は、 それまで は 信じよう としたつ 

て 信じられなかった でしよう。 それから 今度 は 下の 方 

へ 傾き、 すべり、 ずっと 落ちる ので、 ちょうど 夢の な 

かで 高い 山の頂 上から 落ちる ときの ように 気持が 悪く 



眩暈が しました。 しかし 船が 高く 上がった ときに、 私 

は あたり を ちらりと 一 目 見渡しました、 その 一 目 

だけで 十分でした。 私 は 一瞬間で 自分た ちの 正確な 位 

置 を 見て とりました。 モス ケ—. スト ロムの 渦巻 は 真 

正面の 四 分の 一 マイルば かりのと ころに あるので す、 

—— が、 あなたが いま ご覧に なった 渦巻が 水車 を まわ 

す 流れと 違って いるく らい、 毎日の モス ケ ー. スト 口 

ムと はまる で 違って いるので す。 もし 私が どこに いる 

のか、 そして どうなる のか、 という こと を 知らな かつ 

たら、 その 場所が どんなと ころ かぜん ぜんわ からな 

かった ことでしょう。 ところが 知っていた ものです か 



ら、 恐ろし さの ために 私 は 思わず 眼 を 閉じました。 

まぶた けいれん 

眼瞼が 痙攣で も 起した ように、 ぴったりと くっついた 

のです。 

しず 

それから 二分と たたない ころに、 急に 波が 鎮まった 

ような 気がして、 一 面に 泡に 包まれました。 

さげん 

船 は 左舷へ ぐいと なかば まわり、 それから その 新た 

、/ なず ま 

な 方向へ 電 のように つき 進みました。 同時に 水の 轟 

く 音 は、 鋭い 叫び声の ような —— ちょうど 幾千と いう 

じょうき がま 

蒸気 釜が その 放水管から 一 時に 蒸気 を 出した と 思われ 

るよう な 物音に ま つ たく 消されて しまいました。 

船 はい ま、 渦巻の まわりに はいつ も ある あの 寄 波の 帯 



のなかに いるので す。 そして 無論 次の 瞬間に は 深淵の 

なかへ つき こまれる の だ、 と 私 は 考えました、 そ 

の 深淵の 下の 方 は、 驚くべき 速さで 船が 走って いるの 

で ぼんやり としか 見えませんで したが。 しかし 船は少 

きほう 

しも 水の なかへ 沈みそう ではなく、 気泡の ように 波の 

上 を 掠り 飛ぶ ように 思われる のです。 その 右舷 は 渦巻 

お おう. S まら 

に 近く、 左舷に はい ま 通って きた 大海原が もり 上がつ 

ていました。 それ は 私たちと 水平線との あいだに、 巨 

大な、 のた うち まわる 壁の ように そびえ 立って いるの 

です。 

奇妙な ように 思われる でしよう が、 こうして いよい 



よ 渦巻の 顎に 呑まれ かかり ますと、 渦巻に ただ 近づい 

ている ときよりも かえ つ て 気が 落ちつく の を 感じ まし 

た。 もう 助かる 望みがない と 心 を 決めて しまったので、 

初め 私の 元気 をす つかり 失く した、 あの 恐怖の 念が 大 

部分 なくなった のです。 絶望が 神経 を張リ 締めて くれ 

たのでしょう かね。 

空威^り する ように 見える かもしれ ません が、 

まったく ほんとうの 話なん です、 —— 私 は、 こうして 

死ぬ の はなん というす ばらしい ことだろう、 そして、 

みちから じげん 

神 さまの 御 力の こんな 驚く ベ き示顕 のこと を 思う と、 

いのち 

自分 一 個の 生命な どと いう 取る にも 足らぬ こと を 考え 



保って いるの が むずかしくない ことに、 気がつかずに 

はいられませんでした。 これ は 船の 回転して いる 速さ 

のた めであった ろうと 思います。 

月の 光 は 深い 渦巻の 底まで も 射して いるよう でした。 

しかし それでも、 そこの あらゆる もの を 立ち こめて い 

る 濃い 霧の ために、 なにも はっきりと 見分ける ことが 

できませんでした。 その 霧の 上に は、 マホメット 教徒 

が 現世から 永劫の 国へ ゆく ^ 一 の 通路 だとい う、 あの 

せまい ゆらゆら する 橋 (M) のよう な、 壮麗な 虹が か 

かってい ました。 この 霧 あるいは 飛沫 は、 疑い もな く 

漏斗の 大きな 水 壁が 底で 合って 互いに 衝突す るた めに 



ではありませんで したが、 はっきりと 感じられました。 

こうして 船の 運ばれて ゆく この 広々 とした 流れる 黒 

檀の 上で、 自分の まわり を 見渡して いますと、 渦に 卷 

きこまれる のが 私 どもの 船 だけで はない ことに 気が つ 

きました。 上の 方に も 下の 方に も、 船の 破片 や、 建築 

用材の 大きな 塊 や、 樹木の 幹 や、 そのほか 家具の 砕片 

お： h 、.■ ！. こ 

や、 こわれた 箱 や、 樽 や、 桶 板な どの 小さな ものが、 

たくさん 見える のです。 私 は 前に、 不自然な くらいの 

好奇心が 最初の 恐怖の 念に とってかわ つていた こと を 

申し ましたね。 その 好奇心 は 恐ろしい 破滅に だんだん 

に 近づく につれ て、 いよいよ 増して くるので す。 私 は 



奇妙な 関心 を もって、 私 どもと 仲間に なって 流れて い 

る 無数の もの を 見 まもり はじめました。 どうも 気が 変 

になって いたにち がいありません、 —— そのいろ いろ 

の ものが 下の 泡の 方へ 降りて ゆく 速さ を 比較す る こと 

に 興味 を 求めさえ していた のです から。 ふと 気がつく 

と あるとき はこん な こと を 言つ ている のです。 『きつ 

もみ 

と あの 樅の 木が 今度、 あの 恐ろしい 底へ 跳び こんで 見 

えなくな るだろう な』 ところが、 オランダ 商船の 

難破した のが それ を 追い越して 先に 沈んで しまったの 

で、 がっかり しました。 このような 種類の 推測 を 何べ 

ん もやり、 そして みんな 間違った あげく、 この 事実 I 



I 私が かならず 見込み違い をした という その 事実 —— 

が 私に ある 一 つながりの 考え を 思いつかせ、 そのため 

に 手足 はふた たび ぶるぶる 震え、 心臓 はもう 一 度 どき 

ん どきん と 強く 打ちました。 

このように 私の 心 を 動かした の は 新たな 恐怖で はな 

くて 前よりも い つ そう 心 を 奮いた たせる 希望の 光が 射 

してきた ことなの です。 この 希望 は、 一部分 は 過去の 

記憶から、 また 一 部分 は 現在の 観察から、 生れて きた 

のでした。 私 は、 モス ケ ー • スト ロムに 呑み こまれ、 

それから また 投げ出されて ロフォ ー デン の 海岸に 撒き 

散らされた、 いろいろな 漂流物 を 思い 浮べました。 そ 



方の 学校の 年寄りの 先生と なんども 話した ことがあ リ 

ますが、 『円筒形』 だの 『球形』 だのと いう 言葉 を 使う 

こと は その 先生から 教わった のです。 その 先生 は、 私 

の 観察した ことが 実際 水に 浮いて いる 破片の 形から く 

る 自然の 結果 だとい うこと を 説明して くれました、 I 

I その 説明 は 忘れて しまい ましたが、 —— そして また、 

どういう わけで 渦巻の なか を 走って いる 円筒形の もの 

が、 他の すべての 形 をした 同じ 容積の 物体よりも、 渦 

巻の 吸引 力に 強く 抵抗し、 それらよりも 引き こまれに 

くい かとい うこと を、 私に 聞かせて くれたの です (ほ)。 

ザ J のよう な 観察 を裏づ け、 さら に それ を 実地 に 利用 



あ つ 

つ 泡の なかへ、 永久に まっさかさまに 落ち こんで しま 

いました。 私のから だ を 縛りつ けた 樽が、 渦巻の 底と、 

船から 跳び こんだ ところとの、 中間く らいのと ころ ま 

で 沈んだ ころに、 渦巻の 様子に 大きな 変化が 起り まし 

た。 広大な 漏斗の 側面の 傾斜が、 刻一刻と だんだん 嶮 

しく なくなって きます。 渦巻の 回転 も だんだん 勢いが 

弱くな ります。 やがて 泡 や 虹が 消え、 渦巻の 底が ゆる 

ゆると 高まって くるよう に 思われました。 空 は 晴れ、 

風 はとつ くに 落ち、 満月 は 輝きながら 西の方へ 沈み か 

けて いました。 そして 私 は、 ロフォ ー デンの 海岸の 

すっかり 見える、 モス ケ ー . スト ロムの 淵が さっき ま 



であった ところの 上手の、 大洋の 表面に 浮び 上がって 

いるので した。 滞 潮の 時刻な のです、 —— が 海 はま だ 

台風の 名残りで 山の ような 波 を 揚げて いました。 私 は 

スト ロムの 海峡の なかへ 猛烈に 巻き こまれ、 海岸に 沿 

うて 数 分のう ちに 漁師た ちの 『漁場』 へ 押し流され ま 

した。 そこで 一 艘の 船が 私 を 拾い あげて くれました、 

—— 疲労の ために ぐったりと 弱り はてて いる、 そして 

(もう 危険が なくなった となると) その 恐ろし さの 思 

い 出の ために 口 もき けなくな つてい る 私 を。 船に ひき 

あげて くれた 人た ち は、 古くからの 仲間 や、 毎日 顔 を 

合わせて いる 連中でした、 —— が、 ちょうど あの世 か 



(1) 「暗黒の 海」 —— 昔、 地中海 沿岸の 住民に 知 

られ ない 外海 (大西洋) のこと を かく 言つ 

たので あると いう。 前の 「ヌビアの 地 

理学 者」 というの は 誰の ことか、 はっきり 

わかって いない。 ポ ー の 晩年の 論文 『ユウ 

レカ』 のなかに は、 「ヌビアの 地理学者 

Ptolemy KeJAestion によつ て 記述され た 

うんぬん 

暗黒の 海」 云々 と あるが、 これ はポ— の 思 

い 違いで あるら しく、 おそらく アレクサ ン 

ドリアの 天文 地理学者 Claudius Ptolemy 



ではな かろうかと 言われて いる。 

(2) 強風のと きに 船が 海上で 安全の ため、 帆 を 

低く 下げ あるいは 絞って、 できるかぎり 風 

の 方へ 船首 を 向け、 ほとんど 静止して いる 

こと。 

(3) chopping —— 強い 潮流の 方向と 反対に 風 

が 吹く とき、 あるいは 二つの 潮流が 合する 

ときな どに 生ずる ように、 波が 短く 不規則 

に 乱れた ように 立ち騒ぐ こと。 かりに 「狂 

い 波」 と 訳して おいた。 

(4) Maelstrom —— ノル ゥェ— 北部の 海岸に 



だいせん か 

ある 有名な 大旋 渦。 モス ケン (モス ケ —)• 

スト ロムと も 呼ばれる。 原語 読みなら ば 

メ — ルシ トル ムと でも 書く ベ きで あるが、 

ここで は 英語 読みに した。 前の ノル ドラン 

ド (ノル ラン) 以下の 固有名詞 も 必ずしも 

原語 読みに したがわず、 便宜上の 読み方 を 

用いた。 島の 名な ど は 多く 作者の 創作に か 

かる ものら しい。 

(5) Jonas :RaI.mus ( 一 六 四 九- 一七 一八) —— 

ノル ゥェ ー の 僧侶。 ノル ゥェ ー の 地理お よ 

び 歴史に 関する 著述が ある。 



12 11 10 9 8 7 6 



ギリシャ 神話の 冥府に ある 燃 ゆる 炎の 河。 

アイスランドの 東南、 スコットランドの 北 

方の 洋上に ある 諸島。 

Athanasins Kirdier 二 六 〇 一 I 八 〇) I 

I ドイツの 数学、 言語学、 考古学の 学者。 

バル チック 海の 北方の 海。 

向い風の ために 帆が マストに 吹きつけられ 

る こと。 

できるだけ 風の 来る 方に 近く 帆走し 上がる 

こと。 

船； から 船尾に いたる まです つかり 平坦に 



張られた 上甲板。 通し 甲板。 

(s) ring-bolt —— 綱な ど を 結びつける ために 甲 

かん ねじくぎ 

板に 取り付けられた 環の ついた 螺釘。 環 釘。 

(M) マホメット 教徒の 信ずる ところに よれば、 

現世から 天国へ 至る に は 蜘蛛の 糸よりも 細 

い 橋 を 渡る ので ある。 その 橋 を 渡る ときに 

罪 ある 者 は 地獄の 深淵に 落ちる という。 

(^) アルキメデス ク De Incidentibus in FMdo ガ 

第二 巻 を 見よ。 (原注) 
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